
本
 
 
 繋
 
 
 富
 
 

木
桔
托
本
年
七
月
十
言
古
本
校
に
於
て
防
攣
る
成
人
教
育
講
座
閉
講
鼓
笛
8
の
講
演
ね
筆
記
し
音
等
ち
る
り
 
 

本
校
創
設
以
凍
校
務
多
端
で
は
あ
り
ま
す
が
、
及
ば
ず
な
が
ら
、
外
部
へ
畢
校
数
帝
の
展
開
害
す
こ
軍
は
御
皆
地
 
 

に
於
け
る
本
校
普
然
の
務
め
孟
待
ま
し
て
、
御
集
内
の
通
至
れ
ま
で
種
々
の
公
開
講
演
や
長
期
の
講
演
昏
、
展
覧
 
 

合
等
を
開
催
し
て
居
り
ま
す
る
。
今
年
ほ
丁
度
昨
年
同
様
に
夏
期
の
語
合
窒
開
か
ん
ざ
す
る
準
備
中
、
文
部
省
よ
う
 
 

同
省
ま
催
の
成
人
教
育
を
開
い
て
く
れ
る
様
に
芸
依
頼
を
受
け
ま
し
た
の
で
、
右
長
期
講
演
曾
を
見
合
せ
」
此
成
人
 
 

教
育
講
座
を
設
け
誉
次
第
で
す
。
単
に
香
川
森
厳
其
他
公
私
各
方
面
の
御
協
力
に
依
う
斯
に
本
夕
よ
ら
此
韓
座
を
開
 
 

く
こ
軍
を
得
妄
し
た
の
は
仕
合
で
あ
ら
ま
す
。
又
毎
週
成
る
＜
ペ
く
二
回
苑
五
億
月
に
亘
り
鍍
蕎
す
る
こ
ご
に
し
ま
し
た
 
 

の
は
、
二
鱒
的
に
や
つ
て
仕
舞
ふ
よ
ち
も
教
育
的
償
僅
が
あ
る
芸
本
省
の
証
文
を
掛
酌
し
普
次
第
で
す
℃
そ
れ
で
 
 

周
工
経
臍
研
究
 
竺
奄
璧
戟
 
（
恢
批
駐
紳
）
 
 

成
人
教
育
ミ
瑠
代
¢
世
相
 
 

成
人
教
育
ヾ
J
現
代
の
世
相
 
 

（
三
六
ご
 
 

】
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成
る
べ
く
は
同
山
の
講
師
に
語
時
間
晋
三
十
時
警
姦
醸
的
に
話
し
て
・
戴
け
る
等
し
宗
、
今
回
ほ
止
む
を
 
 

得
す
各
方
面
の
講
師
募
警
乞
ふ
こ
、
是
苛
ま
し
宗
、
琵
の
内
容
は
成
る
べ
く
驚
際
的
に
墓
晶
は
る
ゝ
 
 

∵
…
豊
己
て
あ
呈
す
。
何
卒
雷
そ
の
人
の
看
警
か
雪
の
巧
拙
毒
形
式
に
豊
を
監
ゃ
し
て
、
そ
 
 

の
内
容
雲
か
ん
で
贋
寛
い
の
で
す
。
聴
講
者
尊
卑
以
上
の
男
女
に
し
て
、
ま
己
て
正
現
の
故
習
を
安
く
る
機
 
 

食
品
ら
れ
な
く
て
、
現
に
種
々
の
業
務
義
は
つ
て
居
ら
る
～
方
々
を
豆
の
証
文
で
し
宗
、
嘗
警
嘉
の
有
識
 
 

の
方
々
が
御
髪
日
に
な
つ
て
居
喜
の
は
二
面
斯
道
の
奨
警
・
も
和
菅
賓
に
御
同
慶
簑
じ
呈
す
。
講
座
開
設
の
 

一
票
嘗
り
、
こ
れ
痩
け
を
御
挨
拶
労
々
申
し
て
置
き
ま
す
。
是
よ
り
私
は
科
外
己
て
極
め
て
簡
単
に
標
題
の
過
去
 

こ
ミ
に
就
き
少
し
く
申
込
ペ
た
い
の
で
す
。
 
 
 

教
育
は
申
す
迄
も
な
く
、
廣
き
憲
政
に
で
ほ
、
人
間
の
左
捉
に
捗
乙
も
の
で
、
到
る
庭
故
習
を
受
く
嘉
姦
で
あ
 
 

る
。
古
く
よ
り
東
洋
に
は
胎
敏
郎
ち
胎
内
の
教
育
が
あ
ノ
る
様
に
、
生
れ
落
ち
る
前
よ
ら
既
に
教
育
ぉ
安
ぺ
る
の
で
、
猫
 
 

ち
幼
稚
園
や
畢
校
の
故
習
の
み
な
ら
す
、
園
民
己
で
文
人
問
2
て
佳
存
し
活
動
す
る
限
り
、
そ
の
赴
昏
や
環
境
よ
 
 

り
、
蕾
に
み
れ
、
患
に
あ
れ
、
稚
々
凝
響
を
蒙
っ
て
居
る
、
即
ち
何
等
か
の
教
育
を
受
け
て
居
る
。
近
頃
は
何
事
に
も
 
 

分
類
が
あ
り
ま
す
る
の
で
、
教
育
に
も
揮
々
の
分
類
や
名
稀
が
生
じ
、
特
に
修
業
年
限
何
年
嘉
、
警
る
寧
項
が
何
 
 

々
の
科
目
ま
か
亡
い
ふ
よ
う
に
、
妄
の
課
程
を
有
す
る
所
の
所
謂
正
規
の
撃
校
以
外
に
も
、
或
は
補
習
教
育
ぁ
り
、
公
 
 

拉
致
＃
あ
㌔
挿
々
の
講
演
や
講
習
含
等
が
あ
ら
、
最
近
に
始
め
ら
れ
望
円
年
訓
紋
所
も
、
絶
て
廣
き
意
味
に
於
け
る
敬
 
 
 

第
】
 
琴
 
第
五
坑
 
 

（
三
六
二
）
 
ニ
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宥
の
方
法
亡
兄
撤
し
得
る
の
で
あ
る
。
近
凍
段
々
磨
く
そ
の
必
要
を
叫
ば
る
～
所
の
成
人
教
育
も
そ
の
一
つ
で
ぁ
る
。
 
 

而
し
、
此
名
糀
そ
の
も
の
は
、
英
園
や
北
米
合
衆
囲
の
ア
ダ
ル
ト
、
エ
ザ
ユ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
都
謬
で
す
が
、
我
観
に
は
、
 
 

そ
J
の
程
度
や
内
容
の
如
何
は
、
兎
も
角
も
・
ど
し
て
∵
明
治
維
新
前
に
も
所
謂
成
人
教
育
ら
し
き
も
の
は
、
自
ら
存
在
し
 
 

た
の
で
あ
る
。
古
は
琴
校
数
育
が
不
完
垂
で
特
殊
の
階
級
以
外
に
は
、
厳
格
の
悪
政
の
教
育
ほ
行
は
れ
な
か
っ
た
が
、
 

そ
れ
で
も
少
年
の
通
ふ
所
の
寺
小
屋
を
始
め
、
お
ご
な
即
ち
成
人
に
至
る
ま
で
、
臆
気
な
が
ら
、
竃
み
書
き
算
盤
な
で
 
 

の
教
育
を
受
け
得
た
も
の
も
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
又
お
寺
の
説
教
ダ
芝
居
や
浮
環
璃
祭
文
、
講
膵
等
も
、
常
時
の
鹿
骨
 
 

に
於
け
る
成
人
の
致
育
で
あ
つ
た
の
で
あ
る
。
竃
み
審
き
の
本
ミ
し
て
教
訓
的
の
も
の
に
は
、
四
番
五
経
は
、
先
づ
六
 
 

ヶ
敷
も
の
ど
し
て
、
之
を
別
宣
す
る
も
、
孝
妓
女
か
賓
語
数
ま
か
、
大
和
小
夢
ご
か
、
今
川
妖
ビ
か
、
式
敷
小
螢
女
か
 
 

六
諭
節
義
ビ
か
、
孝
子
敦
ビ
か
護
身
従
来
な
ぎ
が
あ
り
、
女
子
虜
に
は
女
訓
考
慮
官
か
、
女
小
寧
、
㌦
女
大
学
の
類
が
あ
 
 

ち
、
法
制
即
ち
法
度
な
ぎ
に
裁
て
は
、
東
照
宮
御
造
訓
ご
か
、
蕃
高
給
藩
に
て
吐
、
五
人
組
の
制
詳
を
卒
易
に
述
べ
た
 
 

る
王
家
令
制
な
ぎ
が
透
っ
た
の
で
あ
る
。
職
業
其
他
に
駒
す
る
智
識
を
授
く
る
も
の
ど
し
て
は
、
商
常
在
家
宅
か
、
嘗
 
 

姓
征
衣
豆
か
、
簡
易
の
百
科
全
署
ご
も
見
催
す
べ
き
節
用
書
ご
か
、
諦
観
名
物
社
務
ビ
か
、
士
農
工
商
の
食
め
に
要
用
 
 

な
る
文
字
を
記
し
て
居
る
諸
職
社
務
ビ
か
、
、
金
銀
米
銃
布
の
五
賀
の
要
用
を
記
し
て
居
る
家
貿
従
東
き
か
、
消
息
社
家
 
 

ビ
か
†
女
消
息
社
務
ぢ
ぎ
が
あ
り
、
或
は
我
国
の
歴
史
を
簡
単
に
説
い
た
る
大
統
歌
の
如
き
も
の
も
あ
る
。
此
等
は
、
 
 

塩
川
時
代
に
、
讃
み
書
き
の
本
き
し
て
街
は
れ
た
る
二
三
の
例
で
あ
る
が
、
け
臆
乗
な
が
ら
昔
時
の
成
人
教
育
上
の
書
物
 
 

成
人
教
育
ミ
現
代
¢
世
相
 
 

（
三
六
三
）
 
 
 
三
 
 
 

～チ  
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（
三
大
四
）
 
 
祖
 
 

昇
一
懸
 
第
滋
携
 
 

ぞ
認
め
て
も
甚
し
き
間
違
で
は
な
い
。
叉
ま
ど
し
て
武
士
の
修
め
た
る
武
歯
も
、
心
身
の
鍛
錬
止
、
武
士
階
叡
の
成
人
 
 

数
育
ご
見
ら
れ
ぬ
で
も
な
い
。
要
す
る
に
、
明
治
堅
剛
に
も
」
我
観
に
は
稀
々
お
ど
な
に
潮
す
る
教
育
の
畢
繋
が
督
鮎
 
 

「
 
 
 

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
必
し
も
西
洋
新
森
の
故
習
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
 
 

然
る
に
、
明
治
時
代
ミ
な
ち
大
正
の
御
代
に
進
み
、
晋
ビ
ほ
重
く
此
醗
に
な
ら
ぬ
群
、
峯
ろ
党
百
年
も
ー
足
飛
び
に
 

飛
び
越
し
た
る
や
う
に
、
時
勢
が
急
激
に
遊
歩
し
、
世
の
中
が
懲
並
立
な
る
に
臨
ひ
、
文
物
特
に
教
育
の
諮
概
観
が
備
 
 

は
る
こ
ゼ
ミ
な
も
、
成
人
の
教
育
に
裁
て
も
、
小
串
校
以
上
に
於
て
、
正
規
の
畢
校
の
外
に
、
例
へ
ば
社
家
の
芝
居
空
 
 

か
寄
席
の
み
な
ら
す
、
種
々
の
講
演
や
講
習
禽
や
或
は
通
信
教
授
ご
か
、
灘
誌
や
新
聞
せ
か
、
固
番
館
な
ち
博
物
館
な
 
 

ち
、
動
物
園
、
租
物
園
或
は
博
覧
曾
、
展
覧
曾
、
活
動
等
眞
、
最
近
に
は
ラ
ヂ
オ
等
が
あ
ち
、
そ
の
内
容
の
如
何
は
兎
 
 

も
角
せ
し
 

で
あ
る
。
公
園
な
b
托
々
の
運
動
場
や
、
水
泳
場
の
如
き
も
、
お
て
な
が
之
を
利
用
す
る
ざ
す
れ
ば
、
体
育
よ
ち
見
た
 
 

る
成
人
教
育
の
舞
墨
で
あ
♭
、
武
道
、
競
技
、
登
山
、
旅
行
も
、
成
人
が
之
を
試
み
る
な
ら
ば
是
亦
一
つ
の
成
人
教
育
 
 

ミ
も
見
ら
る
ゝ
U
お
軍
な
に
帯
留
教
育
一
智
行
ふ
ど
す
れ
ば
、
之
が
立
沢
に
一
の
成
人
数
簡
で
ぁ
り
、
職
業
に
閲
す
る
講
 
 

習
も
、
教
練
を
行
ふ
こ
ご
も
†
成
人
の
・
教
育
ビ
見
倣
し
得
べ
き
で
あ
る
。
 
 
 

成
人
教
育
は
、
他
の
如
く
見
枝
に
依
れ
ば
、
そ
の
範
囲
や
方
法
が
非
常
に
厨
い
の
で
あ
る
。
即
ち
正
規
の
畢
校
数
膏
を
 
 

安
く
る
撞
令
の
少
く
し
で
菜
務
に
た
づ
さ
は
っ
て
居
る
お
ど
な
の
人
々
に
、
節
々
の
方
法
に
俵
薗
て
、
或
ほ
職
業
又
は
 
 
 

さ
ぎ
吾
Y
琵
ぎ
蔓
裏
声
蔓
′
臣
ぎ
臣
多
量
－
ぎ
巨
星
巨
象
呈
巨
、
－
－
已
邑
卜
巨
身
旨
ト
．
し
ー
、
さ
〉
L
【
．
．
【
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賓
池
上
の
魯
試
技
寵
を
浮
く
る
ご
か
、
或
は
各
氏
－
囲
民
ぜ
公
民
ご
は
大
倍
同
様
に
心
得
て
安
い
ビ
思
ふ
、
「
公
民
L
ビ
は
 
 

我
国
亡
国
風
の
其
れ
る
フ
ラ
ン
ス
が
、
悌
観
大
革
命
後
、
宗
教
ビ
教
育
を
分
癒
し
た
る
結
果
、
畢
校
に
設
け
た
る
ラ
ン
ス
 
 

と
フ
ク
シ
ョ
ソ
、
シ
ブ
イ
ク
即
ち
あ
民
致
育
よ
ト
し
て
そ
の
名
が
由
来
し
て
居
る
か
ど
思
は
れ
る
。
北
米
合
衆
観
で
は
 
 

市
民
即
ち
あ
民
で
あ
ら
、
老
を
我
国
に
て
は
、
国
民
即
ち
各
氏
ビ
見
倣
し
て
も
、
甚
し
き
間
違
で
な
い
¢
信
す
る
。
勿
論
 
 

倫
理
輿
き
か
法
制
上
よ
り
八
釜
し
く
日
へ
ば
公
民
軍
国
民
ミ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
自
の
意
義
が
あ
る
け
れ
ぎ
も
、
－
ど
し
て
 
 

の
心
得
や
訓
練
を
輿
ふ
る
ど
か
、
或
は
姦
の
普
通
畢
科
に
降
す
る
こ
ご
や
、
特
殊
の
専
門
の
事
項
を
授
け
る
ご
か
、
 
 

轄
膏
上
の
便
宜
を
討
っ
て
や
る
こ
ど
や
趣
暁
に
関
す
る
こ
ミ
を
致
ふ
る
こ
ど
は
、
お
だ
な
即
ち
成
人
た
る
そ
の
人
に
、
 
 

人
間
ビ
し
て
此
世
に
慶
す
る
上
に
大
切
な
る
心
身
上
の
教
養
を
輿
ふ
る
許
り
で
な
く
、
今
；
は
、
斯
様
に
し
て
、
正
規
 
 

の
畢
校
数
育
を
受
け
ぎ
も
し
者
ま
で
、
即
ち
国
民
の
絶
て
が
教
養
あ
る
人
の
み
ド
ニ
は
る
こ
ど
は
、
之
に
由
て
あ
民
即
ち
 
 

国
民
ご
し
て
の
靡
準
が
高
島
ナ
ウ
、
囲
家
の
品
位
が
進
み
、
敢
曾
の
有
様
が
改
婁
ソ
、
産
業
に
し
て
も
々
の
能
率
が
ぁ
が
ら
、
 
 

文
化
ち
高
ま
ト
、
国
民
の
培
力
も
改
善
せ
ら
れ
、
生
活
の
利
便
も
加
は
ち
、
国
力
が
増
進
す
る
こ
羊
ヽ
な
る
の
で
あ
る
○
 
 

即
ち
成
人
切
放
育
は
、
本
人
の
食
め
な
る
孟
ハ
に
、
国
家
赴
曾
の
食
め
で
一
ぁ
る
。
近
頃
問
隙
間
の
現
状
に
鑑
み
、
政
府
に
 
 

於
で
も
、
国
家
の
総
動
員
に
裁
て
、
そ
れ
ぞ
れ
計
意
中
で
あ
る
や
に
開
く
が
、
此
観
衆
の
兼
動
員
は
、
有
形
無
形
を
間
 
 

は
す
、
囲
カ
の
攣
を
拳
誓
観
民
の
あ
ら
ん
取
去
カ
を
絞
b
l
て
、
2
を
通
常
に
組
み
含
之
を
統
括
し
て
、
全
能
率
 
 

を
馨
拝
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
1
此
鹿
勒
員
9
上
か
ら
見
て
も
1
成
人
の
教
育
が
我
観
の
到
る
靂
で
先
登
に
行
は
れ
る
 

戌
人
数
腎
嘉
代
の
世
相
 
 

至
芸
完
）
 
意
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（
三
六
六
）
 
 
六
 

第
－
穐
 
辞
意
耽
 
 

る
ピ
せ
ば
、
観
民
已
し
て
心
身
共
に
殖
皆
の
致
蕃
な
き
も
の
が
一
人
も
な
い
や
う
に
な
る
の
で
、
．
国
家
敢
昏
の
幸
福
で
 
 

あ
る
。
そ
れ
放
け
成
人
即
ち
お
草
な
の
教
育
に
関
す
る
試
み
が
全
国
的
に
温
及
さ
る
る
こ
ご
を
切
望
す
る
の
で
あ
る
。
 
 
 

此
成
人
教
育
の
外
観
に
於
け
る
有
楼
を
二
言
せ
ん
に
二
英
尉
に
て
は
、
今
よ
主
音
年
前
に
、
′
ク
エ
ー
ル
ス
の
或
所
 
 

に
て
、
・
宗
致
家
が
慈
善
約
に
日
曜
畢
成
に
於
て
、
鈍
重
や
少
年
の
外
、
．
お
軍
な
を
も
収
容
し
て
教
育
し
た
の
が
始
め
て
 
 

ヽ
 
で
ゐ
▼
る
。
叉
覇
逸
や
デ
ン
マ
ー
ク
で
は
補
習
畢
校
に
て
之
を
行
ふ
も
の
が
多
い
や
う
で
あ
る
が
、
特
に
世
界
大
戦
以
家
 
 

紋
氷
各
国
そ
れ
ぞ
れ
大
に
カ
を
入
れ
て
屠
る
や
う
で
あ
る
。
就
中
著
し
き
は
北
来
合
衆
国
で
あ
る
。
そ
れ
は
そ
の
必
要
 
 

が
多
く
あ
る
食
め
で
、
我
国
の
如
き
も
、
．
・
そ
り
事
由
は
異
る
も
、
現
下
、
失
張
粕
普
カ
を
こ
れ
に
入
る
ペ
▲
き
で
あ
る
ミ
 
 

信
す
る
。
今
尭
づ
来
観
の
成
人
教
育
に
就
て
少
し
く
話
し
て
見
た
い
。
 
 
 

来
観
に
て
は
、
成
人
教
育
を
各
大
学
の
揆
張
蓬
勒
の
一
モ
し
で
も
術
ひ
、
或
は
親
書
研
究
曾
の
事
業
ビ
し
て
、
或
は
 
 

夏
期
畢
校
ビ
か
穿
餅
宕
講
習
所
空
か
、
姦
智
散
骨
年
督
、
同
女
子
青
年
愈
に
て
も
や
ち
、
或
は
夜
間
螢
校
ご
か
通
信
致
 
 

／
 
 

授
ビ
か
補
習
学
校
ミ
か
講
演
 
 

の
こ
ど
を
授
く
る
も
の
、
．
二
は
公
民
即
市
民
せ
し
て
の
ふ
得
や
訓
放
を
施
す
も
の
、
三
は
一
般
の
教
習
ビ
灸
民
即
市
民
 
 

空
し
で
の
心
得
を
合
せ
訳
す
る
も
の
、
四
は
倶
楽
部
等
に
て
同
書
の
閲
覧
や
鰭
笥
を
な
さ
し
む
る
も
の
で
す
。
 
 
 

然
る
に
、
・
米
国
は
我
闊
の
如
き
世
界
に
診
る
べ
き
肯
き
露
ぬ
を
持
た
す
、
新
開
観
で
禰
宜
貰
言
後
？
や
つ
旦
百
五
†
 
 

年
。
囲
氏
は
英
国
挿
が
㌦
番
多
い
が
、
総
て
の
政
経
巴
争
闘
人
．
も
移
住
し
で
居
り
、
在
家
の
土
着
人
た
る
ア
メ
リ
カ
ン
 
 

・
 
1
・
、
…
…
1
・
‥
‥
－
・
1
r
－
、
‥
－
－
…
－
…
－
－
－
‥
‥
■
、
－
‥
…
…
－
、
、
し
1
‘
～
‥
一
－
－
！
…
－
ト
、
－
…
■
1
＝
■
一
－
■
‥
－
■
1
‥
－
…
－
‥
～
∴
■
■
■
ヽ
＋
l
■
－
■
■
l
＝
≡
、
 
 
 

等
に
て
も
之
を
療
ふ
が
、
大
館
そ
の
事
項
は
四
つ
で
あ
る
。
エ
は
職
業
的
又
は
繁
務
上
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イ
ン
チ
ア
ン
も
居
ら
、
千
二
百
鵡
の
ニ
ー
グ
ロ
も
居
る
、
東
洋
人
も
居
る
、
世
界
の
各
民
族
約
四
†
二
和
が
、
を
れ
ぞ
 
 

れ
の
言
語
風
俗
を
以
て
寄
今
っ
て
ゐ
る
か
ら
、
踵
等
の
絶
て
を
本
普
の
米
観
民
た
ら
し
む
こ
■
ピ
が
統
治
上
大
功
で
あ
る
l
。
 
 

仇
て
米
観
の
歴
史
を
知
ら
し
め
、
米
国
の
観
語
即
も
英
語
を
話
ぎ
し
一
め
、
未
聞
の
制
度
風
俗
に
慣
れ
し
む
え
の
が
肝
要
 
 

セ
あ
る
。
そ
れ
で
成
人
の
致
育
ご
し
て
も
、
此
瓢
に
は
徒
衆
力
を
入
れ
て
居
る
が
、
特
に
倣
界
大
戦
に
参
加
し
、
徴
兵
 
 

令
を
敷
き
た
る
折
、
壮
丁
の
検
査
の
結
果
を
見
て
、
〓
暦
カ
を
注
ぐ
こ
ど
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
看
の
徴
兵
槍
沓
 
 

に
よ
ト
・
、
意
外
に
も
、
無
教
育
者
の
多
い
め
が
分
つ
で
凍
た
。
丸
首
萬
人
の
中
、
を
の
約
八
分
、
如
ち
七
†
萬
人
以
上
 
 

も
、
国
語
で
あ
る
英
語
を
知
ち
ぎ
る
有
曙
で
ぁ
つ
た
の
で
、
大
に
驚
き
、
時
の
タ
イ
ル
ソ
．
ン
大
統
領
や
、
前
大
統
領
で
あ
 
 

っ
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
や
タ
フ
ト
等
第
「
流
の
国
民
の
指
導
者
が
、
・
中
心
ピ
な
ら
、
畢
校
も
致
食
も
政
治
家
も
富
家
も
畢
 
 

者
も
新
聞
紙
も
政
令
事
業
家
も
、
即
ち
米
国
の
あ
ら
ゆ
る
論
者
階
故
が
相
∴
致
し
で
、
同
園
に
移
住
せ
る
絶
て
・
の
異
民
族
 
 

を
米
図
化
せ
し
む
る
連
動
に
熱
狂
し
、
、
光
軸
の
国
旗
ビ
釆
観
め
観
歌
を
中
心
宣
し
・
て
、
聖
和
た
昔
英
語
の
普
及
に
力
め
一
 
 

光
園
の
制
度
や
習
慣
作
法
等
に
就
て
も
、
絶
て
来
観
の
夙
に
同
化
せ
し
む
る
楼
、
「
生
懸
命
に
種
々
の
方
港
を
鞋
す
こ
 
 

ど
に
な
つ
た
の
・
で
あ
る
C
 
必
し
も
、
お
声
な
即
ち
成
人
の
み
に
限
っ
た
の
で
は
な
い
の
で
す
が
、
ま
ど
し
て
此
成
人
を
 
 

立
派
な
る
米
観
の
市
民
ビ
す
・
る
の
に
カ
を
入
れ
た
の
で
す
℃
我
固
ま
り
の
移
民
の
・
子
女
に
射
し
で
も
勿
論
之
を
強
い
た
 
 

の
・
で
あ
る
。
又
軍
事
放
線
を
な
せ
る
の
は
日
ふ
ま
で
も
尤
 

語
風
俗
の
非
常
に
簸
れ
る
烏
合
の
衆
を
結
合
し
で
、
巾
米
観
せ
し
▲
て
の
ノ
観
の
姦
礎
を
固
イ
す
志
こ
ざ
に
カ
鱒
て
慮
る
の
で
 
 

成
人
教
育
ミ
現
代
¢
世
相
 
 

・
一
（
三
六
七
）
 
 
七
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（
三
夫
）
 
入
 
 

第
】
懸
 
第
五
択
 
 

あ
る
○
蒜
年
七
月
我
移
民
を
法
律
上
排
斥
す
る
こ
ご
に
な
つ
た
の
に
は
、
色
々
の
込
み
入
っ
た
沿
革
や
事
情
が
あ
る
 
 

も
、
米
国
風
に
同
化
し
難
い
ミ
の
口
繋
が
、
そ
の
ま
な
る
事
由
の
一
つ
で
あ
つ
た
の
は
、
御
承
知
の
通
り
で
あ
る
。
程
 
 

度
こ
そ
違
へ
、
今
や
来
園
は
、
絶
て
の
白
人
に
封
し
て
も
、
即
ち
絶
て
の
移
民
に
封
し
て
英
数
の
制
限
を
加
へ
て
居
る
 
 

の
は
、
経
済
上
其
他
に
も
事
由
が
あ
る
が
、
米
閉
化
の
上
に
困
難
な
こ
ソ
宣
す
そ
ー
ぜ
も
、
そ
の
叫
大
轟
由
ご
恩
は
る
る
。
 
 

即
ち
来
園
の
成
人
致
膏
に
は
、
前
述
の
通
！
職
業
止
の
指
導
や
陪
賓
も
授
け
る
の
で
あ
る
が
、
米
国
民
心
の
統
－
、
 
 

米
国
風
に
同
化
す
る
こ
ご
即
ち
立
派
な
る
来
観
市
民
ご
す
る
こ
ご
を
、
そ
の
重
な
る
事
柄
ビ
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
近
 
 

年
我
国
に
於
て
東
京
や
大
阪
な
で
に
、
軋
食
事
菜
の
言
し
て
施
設
せ
ら
る
～
隣
保
館
等
も
、
来
園
の
セ
ク
ト
ル
メ
ソ
 
 

も
∴
こ
か
、
ネ
ー
ボ
ア
フ
ー
ド
な
ぎ
聖
典
似
し
た
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
セ
ツ
ー
〝
メ
ソ
ー
や
ネ
ー
ポ
ァ
フ
ー
ド
や
其
他
 
 

畢
校
が
附
近
の
教
化
の
中
心
亡
な
れ
る
コ
ム
ミ
…
チ
1
、
セ
ン
タ
ー
な
ぎ
も
、
米
国
に
て
は
此
寄
合
的
に
集
り
凍
れ
 
 

る
教
育
な
き
移
民
、
就
中
成
人
を
米
観
夙
に
妖
を
な
す
所
の
寛
要
の
墾
螢
ご
な
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
即
ち
成
人
致
育
 
 

の
一
つ
の
施
設
せ
見
撤
す
こ
ど
が
出
凍
る
0
此
故
に
米
国
に
て
は
、
我
国
が
高
藤
二
系
の
皇
室
を
中
心
ぜ
す
る
観
見
よ
 
 

ち
成
立
ち
、
そ
の
観
史
は
三
千
年
、
そ
の
国
語
は
統
】
せ
ら
れ
て
居
る
の
を
、
非
常
に
嚢
赦
思
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。
 
 

如
何
に
ア
ル
メ
，
カ
が
世
界
窮
鵬
を
誇
る
に
し
て
も
、
此
鮎
に
て
は
、
如
何
に
す
る
こ
ざ
も
ぬ
揖
凍
め
で
あ
る
。
 
 
 

然
る
に
、
此
の
如
く
茨
敷
恩
は
れ
て
居
る
我
国
民
の
有
様
は
現
在
如
何
で
あ
る
か
、
即
ち
現
代
の
我
国
の
世
相
は
色
 
 

色
憂
ふ
ペ
き
も
の
が
ぁ
る
む
で
は
な
い
か
ど
思
は
る
。
そ
の
一
二
を
例
示
せ
ん
に
、
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坑
〓
に
は
、
来
観
人
の
茨
数
思
へ
る
我
観
氏
の
粍
紳
が
弛
綬
せ
る
こ
ど
で
ぁ
る
。
元
凍
我
囲
艮
が
豊
富
を
中
心
ビ
す
 
 

る
所
の
愛
国
の
精
紳
は
、
我
同
胞
の
絶
て
に
不
可
分
的
に
存
在
せ
る
朗
の
国
民
の
虚
射
的
性
情
で
あ
る
ノ
。
此
我
国
固
有
 
 

の
観
民
精
紳
が
、
物
質
文
明
、
即
ち
分
析
や
綜
合
の
組
合
せ
で
あ
る
今
日
の
科
挙
萬
鹿
の
焉
め
に
、
知
ら
ず
知
ら
ず
忽
か
 
 

せ
に
な
り
、
そ
の
光
が
滑
へ
失
せ
膠
ち
の
や
う
で
あ
る
。
特
に
我
国
民
の
性
情
に
潜
在
せ
る
所
の
極
端
に
突
飛
に
走
る
 

所
の
患
辞
が
、
歴
史
上
の
大
改
革
ミ
か
大
慶
動
の
折
に
は
、
往
々
に
し
で
現
は
れ
る
の
で
あ
る
。
例
へ
ば
明
治
維
新
、
 

関
国
造
取
ぜ
共
に
新
奇
を
悦
び
外
衣
の
も
の
を
歓
迎
す
る
の
楓
、
鷲
物
破
壊
の
風
潮
、
】
時
に
高
皇
ち
萄
き
も
の
は
、
有
 
 

形
に
も
、
無
形
に
も
、
絶
て
萄
弊
儀
式
ビ
し
七
、
在
家
の
書
い
習
慣
や
、
負
い
記
念
物
モ
も
認
む
べ
き
建
築
も
汚
物
も
 
 

菜
術
品
も
、
殆
ど
之
を
養
っ
て
仕
舞
た
の
で
、
近
年
官
私
各
方
面
に
於
て
安
物
や
古
跡
名
勝
其
他
の
保
存
維
持
に
力
め
 

て
居
る
や
う
で
あ
る
が
、
由
界
大
戦
後
に
も
、
同
様
に
此
潜
在
せ
る
国
民
の
習
癖
が
、
復
亦
現
は
れ
、
極
地
退
散
な
る
 
 

思
想
上
の
洪
水
せ
示
サ
り
て
、
油
断
を
す
れ
ば
我
国
民
宣
し
て
の
固
有
の
立
場
を
も
洗
ひ
崩
さ
ん
ど
㌻
へ
し
で
居
る
や
う
 
 

で
あ
る
。
即
ち
我
阻
民
は
他
の
長
所
を
採
り
我
の
短
所
を
補
ふ
の
特
徴
は
あ
る
も
1
西
洋
文
明
に
射
す
る
国
民
の
態
度
 
 

が
ま
だ
過
渡
時
代
な
る
焉
に
や
、
概
し
て
舶
茶
品
を
辟
び
、
好
し
志
し
を
よ
う
分
け
す
、
外
囲
の
眞
似
を
な
し
過
ぎ
る
 
 

の
で
、
来
園
人
等
が
茨
め
る
我
国
建
国
の
精
神
や
国
史
の
乱
さ
を
我
自
ら
忽
か
せ
に
し
、
侍
統
や
習
慣
を
軽
ん
す
る
が
 
 

如
き
陣
風
が
あ
る
。
今
日
で
は
国
民
「
般
に
薩
節
も
作
法
も
な
く
、
我
国
民
の
摂
政
も
忘
れ
詑
る
や
う
で
、
我
観
鰹
に
 
 

封
す
る
荏
か
な
る
信
念
ご
か
情
操
な
ぎ
が
乏
し
い
や
う
で
か
る
。
之
が
食
め
に
は
大
震
火
農
復
職
に
国
民
精
神
作
興
の
 

成
人
教
育
ミ
現
代
の
位
相
 
 

（
三
大
九
）
 
一
九
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和
情
態
に
あ
る
こ
ど
が
、
先
祖
の
危
機
に
あ
ら
す
や
だ
の
設
を
焉
す
識
者
の
意
見
が
、
段
々
あ
る
や
う
に
開
く
。
失
費
 
 

人
生
は
偶
人
ご
し
て
も
、
国
家
ビ
し
て
も
禽
の
み
に
て
ほ
不
可
、
衣
食
住
の
豊
か
で
あ
る
の
み
に
で
は
不
可
、
そ
こ
に
、
 
 

此
等
以
上
に
、
叉
此
等
以
外
に
大
切
な
る
或
物
が
必
罫
で
あ
る
ビ
思
は
る
。
そ
れ
で
私
は
此
無
我
で
、
寸
分
も
私
の
あ
 
 

ら
せ
ら
れ
ぬ
皇
室
を
中
心
ご
す
る
我
国
民
の
幸
福
ビ
光
農
セ
を
感
み
、
三
千
年
兼
養
は
れ
凍
っ
た
国
民
精
紳
が
愈
々
益
 
 

々
健
仝
で
あ
る
の
を
斬
る
ビ
共
に
、
此
精
神
、
外
国
人
に
も
誇
る
に
足
る
べ
き
此
結
締
が
、
近
年
何
だ
な
く
弛
ん
で
居
 
 

る
や
に
恩
は
る
ゝ
の
を
現
在
最
も
菱
ふ
べ
き
世
相
の
一
ビ
思
ふ
。
 
 

琴
一
に
は
眞
面
目
に
、
し
ん
み
り
骨
身
を
入
れ
で
甲
～
風
が
な
い
っ
即
ち
普
而
の
仕
事
を
甘
く
切
放
け
さ
へ
す
れ
ば
 
 

宜
し
ど
す
る
の
で
あ
る
。
例
へ
．
ば
今
日
の
畢
校
に
見
る
所
の
試
験
勉
強
の
如
き
も
、
そ
の
畢
科
を
染
み
十
分
に
之
を
諒
 
 

解
す
る
食
め
の
勉
強
で
は
な
い
。
畢
に
入
畢
試
験
の
焉
め
ぞ
か
、
学
年
試
験
、
卒
業
試
験
な
ざ
の
‖
焉
め
で
、
そ
の
試
傲
 
 

さ
へ
無
難
に
通
過
す
れ
ば
、
最
早
、
を
の
青
年
の
頸
に
は
、
何
も
の
も
餞
つ
′
て
居
な
い
か
も
知
れ
ぬ
。
高
等
文
官
の
試
 
 

験
で
も
同
様
で
之
に
パ
ス
し
て
高
等
文
官
亡
な
れ
ば
、
引
檀
き
尋
問
打
ア
り
人
格
の
修
養
に
力
め
て
居
る
人
は
、
極
め
て
 
 

少
数
の
や
う
で
あ
る
。
今
の
世
の
中
は
、
絶
て
受
身
に
常
田
の
難
関
を
超
し
号
へ
す
れ
ば
、
宜
し
ど
す
る
凰
が
、
我
国
 
 

民
の
絶
て
の
行
動
や
思
想
を
支
配
し
、
青
年
畢
生
に
も
、
商
店
に
も
官
凝
や
愈
故
に
も
墜
賓
な
る
仕
事
の
造
方
が
漸
次
 
 

泊
へ
失
せ
る
や
う
で
あ
る
。
エ
業
上
の
製
品
で
も
、
建
築
物
で
も
堅
牢
、
日
に
見
え
隠
所
も
芋
を
扱
か
ぬ
よ
う
に
す
鳥
 
 

凪
が
琴
い
。
．
否
、
偶
々
此
の
如
き
聖
賢
な
る
軽
率
の
量
振
を
焉
さ
ば
、
却
て
馬
鹿
正
雷
に
恩
ほ
る
ゝ
や
う
な
う
ぬ
す
長
 
 

成
人
教
育
ミ
現
代
¢
世
相
 
 

・
（
三
七
こ
 
 
」
－
 
 
 

OLIVE 香川大学学術情報リポジトリ



ち
し
た
る
調
子
で
あ
る
。
此
の
如
き
」
時
の
都
合
や
洗
行
や
景
気
に
の
み
追
ほ
れ
、
眼
前
を
潮
由
す
る
や
う
な
風
潮
は
、
 
 

改
も
直
さ
す
責
任
を
寛
ん
せ
ざ
る
心
事
の
極
め
で
軍
薄
な
る
造
方
を
奨
む
る
こ
亡
羊
ぢ
り
、
厳
格
に
日
へ
ば
、
到
底
仕
 
 

事
を
任
さ
る
ゝ
女
け
の
資
格
を
な
く
さ
す
る
∂
で
あ
る
。
此
の
如
き
は
因
家
政
督
の
焉
め
に
は
勿
論
、
一
の
共
同
事
業
 
 

を
綴
螢
す
る
上
に
も
、
否
、
そ
の
人
、
蔚
人
の
虐
め
に
も
、
賓
際
に
不
幸
不
利
の
こ
ど
で
あ
る
の
で
、
畢
校
数
常
に
於
 
 

て
の
み
な
ら
す
、
既
に
繁
務
に
徒
事
せ
る
お
ぜ
な
の
■
致
常
に
於
て
も
、
深
く
此
に
注
意
し
、
何
事
に
よ
ら
す
、
陰
に
も
 
 

陽
に
も
、
終
始
自
己
の
最
善
を
鼓
す
や
う
に
あ
ち
た
い
。
即
ち
人
事
を
重
し
て
、
天
命
を
供
つ
ミ
い
ふ
程
の
鼻
面
目
さ
 

に
て
働
き
、
前
に
述
べ
た
る
如
き
悪
位
相
を
一
掃
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
 
 
 

其
他
に
慶
ふ
べ
き
世
相
は
澤
山
あ
る
も
、
党
づ
第
三
に
ほ
観
民
各
自
が
本
常
に
自
治
協
同
の
精
紳
に
乏
し
く
、
物
事
 
 

が
枝
扱
的
ビ
な
る
こ
ど
で
あ
る
。
今
や
普
通
逆
襲
制
も
賓
施
せ
ら
れ
、
明
後
年
即
大
正
十
七
年
よ
ち
陪
審
汝
も
欝
施
の
 
 

苔
で
あ
る
。
最
近
に
は
、
地
方
制
度
の
改
正
に
て
、
郡
の
腰
止
や
地
方
自
治
標
の
按
張
ど
な
ち
、
地
方
試
合
に
於
け
る
 
 

蓬
蓼
標
も
被
選
馨
標
も
蹟
張
せ
ら
る
～
笥
で
ぁ
る
。
そ
れ
で
国
民
ミ
し
て
十
分
に
自
ら
治
め
る
の
素
肇
を
具
へ
、
他
ビ
 
 

の
調
和
協
同
の
風
が
な
い
限
り
、
折
角
の
制
度
の
改
正
も
却
て
正
宗
の
刀
に
て
怪
我
す
る
の
で
あ
る
。
市
町
村
乃
至
観
 
 

の
緒
で
に
亙
り
、
腰
利
は
ま
訳
す
る
も
義
務
は
守
ら
な
い
。
畢
蒐
は
生
活
の
安
定
を
得
な
い
世
知
辛
い
政
で
あ
る
蕾
め
 
 

で
も
あ
る
が
、
人
々
が
自
分
よ
か
れ
、
▼
人
悪
か
れ
の
焦
れ
寛
政
に
て
、
他
を
押
し
除
け
、
反
抗
気
分
に
て
、
資
本
家
ゼ
 
 

界
炒
者
、
地
主
ご
小
作
人
ビ
日
ふ
風
に
相
呼
ひ
、
骨
故
に
も
エ
場
に
も
、
到
る
靂
に
階
鹿
の
肇
が
伸
ふ
q
政
治
に
ほ
義
 
 

蔓
豊
或
淡
馨
ヱ
…
哲
患
豊
宴
蔓
妻
蔑
 
 
 

帯
 
正
 
金
 
第
五
紙
 
 

（
三
七
こ
）
 
一
こ
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藍
の
撞
喝
な
る
軍
が
あ
ら
、
互
に
ば
ろ
を
あ
ば
き
、
…
家
の
内
に
さ
へ
、
汲
頃
は
骨
肉
相
刻
み
、
朋
蟹
も
銘
き
を
刷
る
 
 

な
ぎ
に
て
、
相
談
り
合
ふ
の
夙
に
乏
し
く
、
物
事
は
絶
て
打
毀
は
し
で
、
ま
る
ぐ
成
立
た
ん
む
る
美
風
が
少
い
の
で
あ
 
 

る
。
固
よ
り
世
の
進
歩
ビ
能
率
の
曙
進
の
食
め
に
は
、
そ
の
年
面
に
は
焦
る
こ
亡
ミ
替
ひ
々
伴
ふ
の
は
、
自
然
で
あ
る
 
 

ビ
臼
ふ
も
の
あ
る
も
、
．
そ
れ
は
程
度
問
題
で
、
東
洋
固
有
の
の
ん
び
ち
モ
し
r
、
他
ま
和
ら
ぐ
中
和
の
気
分
が
あ
ち
た
 
 

い
の
で
あ
る
。
然
る
に
不
幸
に
し
て
、
現
欝
の
撃
豪
富
し
て
、
人
億
が
乾
妓
無
敗
、
家
庭
も
商
店
も
官
應
や
督
励
も
政
 
 

合
金
毀
も
、
何
ご
な
く
荒
み
腱
で
寧
ひ
に
充
た
さ
れ
、
所
謂
詩
風
美
俗
を
傷
ふ
の
は
賓
に
潜
む
べ
き
現
象
で
あ
る
。
此
 
 

の
如
き
世
相
の
改
善
も
、
狗
ら
畢
校
内
の
教
育
の
み
で
は
あ
き
足
ら
ぬ
の
で
、
賓
際
世
の
中
に
担
て
紛
い
て
居
ら
れ
る
 
 

お
ご
な
即
ち
成
人
の
教
育
に
於
て
、
大
に
注
意
し
布
き
、
国
家
敢
合
の
儲
て
に
於
て
、
美
は
し
き
協
同
ざ
結
束
ビ
を
見
 
 

ね
い
も
の
で
あ
る
0
 
 

第
四
に
は
無
差
別
な
る
外
観
崇
拝
で
あ
る
。
些
事
は
第
一
の
場
合
に
て
略
越
べ
、
叉
時
間
も
な
い
の
で
、
籠
明
を
省
 
 

く
の
で
あ
る
が
、
風
俗
、
思
想
よ
ち
精
々
の
物
品
、
日
用
品
に
至
る
皇
で
此
無
差
別
な
る
盲
目
的
の
外
観
崇
拝
が
絶
へ
 
 

ざ
る
限
ち
、
勤
倹
節
約
も
国
産
奨
励
も
節
税
の
改
正
等
も
、
折
角
な
が
ら
効
果
が
馨
る
ま
い
、
叉
第
一
に
説
い
た
る
達
 
 

観
の
精
神
に
立
返
る
こ
ご
な
で
も
覚
束
な
い
ざ
思
は
れ
る
。
遵
法
の
持
前
童
か
、
時
間
の
厳
守
ビ
か
、
我
々
の
眞
似
る
 
 

ペ
き
長
所
も
、
後
欧
米
に
は
固
よ
ち
羅
山
あ
る
の
で
あ
る
。
所
謂
あ
衆
道
徳
に
関
す
る
種
々
の
事
項
な
ゼ
∵
」
の
観
艮
 
 

生
活
、
」
の
政
面
的
生
存
の
上
に
、
集
蜘
を
な
し
て
共
存
典
薬
を
な
し
行
く
限
う
、
非
常
に
大
切
で
あ
る
の
で
「
随
て
 
 

成
人
教
官
ミ
現
代
¢
世
相
 
 

ご
ニ
七
三
）
 
 
〓
ニ
 
 

・
ト
・
t
」
－
、
・
■
・
・
．
、
．
・
t
－
・
≧
ゝ
T
▼
l
▼
l
l
■
1
1
．
■
■
▲
1
．
－
＝
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（
三
七
四
）
 
一
匹
 
 
 

第
一
笹
 
井
五
紙
 
 

此
等
に
隣
し
て
も
後
欧
米
の
鼠
に
放
ふ
べ
き
も
の
が
砂
く
な
い
の
で
あ
る
が
、
此
等
の
長
所
や
美
風
め
方
は
、
却
て
我
 
 
 

囲
民
に
於
て
眞
似
を
す
る
に
至
ら
な
い
。
又
産
業
、
経
済
方
面
に
於
て
も
、
そ
の
経
螢
の
仕
振
に
於
て
、
企
嘉
の
統
】
 
 
 

ど
か
浮
城
の
利
用
ご
か
科
琴
的
管
理
ご
か
種
々
後
に
辱
ぶ
べ
き
も
の
が
多
い
の
に
拘
ら
す
、
観
艮
の
多
く
が
未
だ
十
分
 
 
 

に
之
を
眞
似
す
る
に
至
ら
な
い
。
即
ち
無
差
別
に
外
観
か
ぶ
れ
を
す
る
割
合
に
、
“
肝
心
の
こ
ど
は
却
て
之
を
撃
ん
で
我
 
 
 

物
ま
な
す
程
で
な
い
や
う
で
あ
る
。
此
の
如
き
有
様
は
翰
隙
間
の
儀
啓
上
、
我
姐
臨
富
し
て
は
、
有
形
に
無
形
に
非
常
 
 

の
崩
如
T
よ
仏
る
の
で
ぁ
る
。
 
 

此
等
の
患
世
相
は
、
一
々
之
を
寒
く
れ
ば
何
際
限
な
き
に
よ
り
今
之
を
省
く
。
要
す
ぺ
に
此
等
の
世
相
に
射
し
、
犬
歯
 
 

′
 
に
於
け
る
が
如
く
成
人
教
育
上
、
親
臨
せ
し
て
も
十
分
カ
を
華
す
べ
き
か
ど
思
は
る
。
僻
此
に
附
言
す
べ
き
は
此
等
の
世
 
 
 

相
に
封
す
る
嚢
任
は
我
国
の
敢
骨
組
て
の
聯
梢
で
、
固
よ
り
特
に
何
人
か
を
限
り
て
褒
む
べ
き
で
け
な
い
が
、
準
着
己
か
 
 
 

政
治
家
ビ
か
新
聞
紙
ビ
か
薙
誌
ビ
か
教
育
者
や
宗
敦
家
の
如
き
所
謂
識
者
階
疲
塵
は
、
少
く
も
そ
の
言
論
ビ
行
為
ミ
に
 
 
 

於
て
、
誇
張
ど
煽
動
ヒ
を
睦
み
成
る
べ
く
此
世
相
の
改
皇
る
こ
ど
に
協
力
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
の
こ
ぎ
ょ
日
身
が
賓
際
日
 
 
 

々
業
務
に
活
動
し
居
ら
る
～
お
ご
な
即
ち
成
人
諸
君
へ
の
生
き
た
る
教
育
†
あ
る
。
成
人
教
育
の
精
細
的
侶
蹟
空
論
じ
 
 
 

た
る
ピ
ー
ニ
ー
・
イ
よ
ス
タ
ス
，
－
氏
は
「
飲
料
大
戦
の
輿
へ
た
る
稀
締
約
損
失
は
、
物
貿
約
損
苔
以
上
に
し
て
、
殆
 
 
 

ぎ
人
聞
を
根
城
せ
し
め
て
居
る
。
改
造
は
ま
ど
し
て
此
精
神
的
方
面
に
行
は
る
べ
き
で
、
最
近
の
開
拓
に
係
る
成
人
故
 
 
 

や
は
発
つ
此
紡
締
約
侶
位
を
明
か
に
す
べ
き
で
あ
る
」
古
記
き
、
成
人
教
育
さ
宗
致
家
乃
繋
信
念
に
燃
ふ
る
精
細
忽
せ
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の
建
絡
を
必
要
盲
し
て
ゐ
る
。
大
戦
中
、
戦
場
及
び
後
方
勤
務
の
幾
官
爵
の
男
女
成
人
の
食
め
に
、
和
々
の
故
習
施
設
が
 
 

エ
失
せ
ら
れ
、
各
大
挙
の
常
襲
薯
や
姦
智
教
育
年
曾
、
同
府
人
青
年
曾
等
が
努
力
し
た
る
結
果
、
穿
似
階
厳
に
も
、
高
等
 
 

音
速
教
育
の
要
求
ご
な
り
、
戟
寧
終
了
後
、
遽
に
英
観
並
欧
洲
一
般
に
教
育
の
横
合
均
等
を
叫
ぶ
こ
ビ
ゼ
な
つ
た
．
の
は
 
 

今
夏
之
を
詮
く
ま
で
ち
な
い
が
、
㌣
の
教
育
の
内
容
は
生
活
の
食
め
の
敦
育
即
ち
職
業
上
り
補
習
約
数
育
の
み
で
は
な
 
 

′
、
、
人
間
ビ
し
て
の
教
養
の
尭
成
を
も
切
望
す
る
の
で
あ
つ
“
た
。
我
国
が
矢
張
此
世
界
大
戦
の
影
響
ビ
し
て
受
け
た
ろ
 
 

現
下
の
憂
ふ
べ
き
世
相
を
考
察
し
、
叉
北
米
合
衆
観
に
於
け
る
成
人
教
育
の
有
様
や
英
観
及
び
欧
洲
に
於
け
る
成
人
数
 
 

寄
の
精
締
約
侶
伍
を
顧
み
れ
ば
、
此
世
相
の
改
善
に
力
む
べ
き
道
徳
的
賓
任
着
た
る
我
国
の
識
者
階
顔
が
、
箕
く
は
信
 
 

念
に
然
ゆ
£
愛
執
的
精
神
家
で
あ
ら
ん
こ
ぜ
わ
品
学
び
の
で
あ
る
。
此
の
如
き
資
質
を
佑
へ
．
た
る
人
に
し
．
て
始
め
て
異
に
 
 

国
家
政
令
の
安
危
や
人
心
の
向
背
を
眼
中
に
置
き
、
如
何
に
し
て
我
園
家
兄
族
の
行
末
を
幸
福
に
す
べ
き
か
を
考
へ
る
 
 

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
言
論
に
も
行
動
に
も
熱
涙
富
至
誠
．
ど
が
あ
ち
∵
す
宅
も
誇
張
や
煽
動
の
あ
ら
や
ぅ
が
な
い
筈
で
 
 

あ
る
。
随
て
お
ど
な
即
ち
成
人
諸
君
の
側
に
在
り
て
も
、
此
の
如
き
言
動
に
射
し
て
、
戚
政
の
念
も
敬
し
信
頼
の
僻
も
 
 

生
じ
て
魔
試
奮
起
、
憂
ふ
べ
き
世
相
に
も
戚
染
せ
ざ
る
や
ぅ
粕
戒
む
る
に
至
る
べ
．
き
か
ご
息
は
る
。
私
は
「
成
人
教
育
 
 

ヒ
現
代
の
位
相
」
の
題
下
に
、
此
詩
演
を
終
る
に
際
し
、
切
に
我
執
民
の
指
導
者
を
以
て
任
す
る
所
謂
識
者
階
叡
が
、
」
 
 

異
に
信
念
に
燃
ゆ
る
愛
観
的
精
神
家
で
あ
り
、
そ
の
言
動
が
一
般
民
衆
の
推
服
に
億
し
、
成
人
諸
君
に
対
し
て
正
し
き
 
 

思
慮
あ
る
指
導
を
な
し
行
か
ん
こ
ど
を
望
む
の
で
む
あ
る
0
 
 

成
人
教
育
ミ
現
代
の
世
相
 
 

芸
－
七
玉
）
 
－
五
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